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で，2 本鎖 DNA をゲノムにもつ。ウイルスの直径は約







現在 23 種の遺伝子型が知られている 3）。サルジニア分
離株はⅠ型に，また，近年コーカサス地方，東欧および
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African swine fever









pig : Potamochoerus larvatus, P. porcus）でも持続感染
が成立するが，ペッカリー（Tayassu  spp.）には感染し
ない 6, 7）。牛や馬，その他家畜への感染報告はない。人




































後 4 ～ 5 日から唾液や鼻汁中に大量のウイルスを排泄す





ASF は飼料によっても媒介される 6）。ASFV は死亡し
た豚の血液や，各種の臓器ならびに筋肉内に 3 ～ 6 か月
間残存するため，ウイルスに汚染された豚肉や豚肉加工
品を豚に給餌することで感染が成立する 3, 6, 9）。ウイルス
は冷凍された豚肉内で 110 日間以上，スペインの生ハム
中で 140 日間以上，また，燻製や塩漬のハム等の中でも









を介しても拡散する 3, 6, 10）。
ASFV を媒介するダニはヒメダニ属（Ornithodoros 属）
































後 4 日以内に突然死する。致死率は 100％に達する 3, 6, 9）。
急性型では臨床症状が最もよく認められ 3, 6, 9），40 ～
42℃の発熱，元気消失，食欲不振を呈し，豚同士集まっ












1 週間以内に死亡し，致死率は概ね 100％である 3, 6, 9）。
亜急性型では急性型と同様の症状を示すが，より進行
が緩やかで感染後 7 ～ 20 日に死亡する 3, 6, 9）。致死率は





















れていない 3, 6, 9）。
不顕性型はアフリカのイボイノシシやカワイノシシ類













































局（OIE）マニュアル African Swine Fever, Terrestrial 




ム PCR 法が挙げられている 15）。血清学的診断法として
は ELISA 法，間接蛍光抗体法，ウェスタンブロット法













豚コレラ（Classical Swine Fever）は ASF と同様に
強い感染力を持ったフラビウイルス科ペスチウイルス
属の豚コレラウイルスによる熱性伝染病であり，症状
も ASF に酷似する 3, 6, 9, 12, 16）。本年，我が国でも 26 年ぶ










ルス学的検査が不可欠である 3, 6, 9, 12）。解剖時に特徴的な
脾臓の病変（黒色化と腫大）を認めた場合には ASF が












































ASFV は 2 ～ 3％の塩素系またはヨード系消毒薬に
よって30分で死滅する6, 12）。3％オルトフェニルフェノー







ルシウムで 3 分間または 0.5％水酸化ナトリウムもしく
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埋却する 18）。加熱処理も有効で，少なくとも 70℃・30
分間以上の加熱処理によりウイルスは失活する 3, 6, 12）。
pH 3.9 未満の酸または pH 11.5 を越えるアルカリでの処
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